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・可燃ごみの減量対策、特に生ごみを減量するための具体的対策の立案と町への提案 

・ごみ減量のためのＰＲ活動                             出典：東員町ホームページ 
 

≪取組事例２≫ 
◆桑名市リサイクル推進施設「クルクル工房」 
【取組主体】桑名市 
【概要】桑名市リサイクル推進施設「クルクル工房」は、ごみの減量・再資源化やその取組に

おける市民と行政の協働の推進を目的に、平成１３年３月に開設されました。施設の管理運

営は、桑名市からＮＰＯ法人「輪リサイクル思考」に委託されており、市と輪リサイクル思

考の協働により、資源回収やリユースショップ、子ども環境教室、リフォーム教室、おもち

ゃ病院、生ごみ堆肥化などさまざまなごみ減量・再資源化の取組が進められています。 
【施設の概要】 
 施設は大きく４つの部分で構成され、以下のとおり活動が展開されています。 
①リサイクル工房「リユースショップ」 

リユースショップが運営され、家庭で不用になって

もまだ使える物、新品で使っていない物の再利用が進

められています。対象は、衣類、食器、雑貨、おもち

ゃ、書籍、家具などです。 
 
 
 

②生ごみ堆肥舎 
家庭用生ごみ処理機で１次処理された生ごみを受け入

れて完熟堆肥をつくり、できた堆肥を、生ごみを持ち込ん

だ市民に還元しています。また、そのための堆肥化講習会

も実施しています。        
 
 
 
③資源物回収ステーション 

次の資源物や有害ごみを受け入れ、リサイクルを進めています。 

紙類 
新聞、チラシ、雑誌、その他古紙、段ボー
ル、飲料用パック、はがき（写真付不可）、コ
ピー用紙、米袋（ﾋﾞﾆｰﾙ付不可） 

びん類 
ジュース・栄養ドリンク・調味料のびん、ﾜﾝ
ｶｯﾌﾟ容器等（一升びん・ビールびんは、な
るべく販売店に引取りを依頼） 

缶類 お菓子・海苔・缶詰・ﾐﾙｸ・ｼﾞｭｰｽ・ﾋﾞｰﾙの
缶等、アルミ製鍋・やかん、アルミサッシ 

布類 衣類等 

資源物 

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 識別マークのペットボトルのみ 
乾電池 

有害ごみ 
蛍光管（丸型・直型蛍光管、蛍光球） 

 
④環境資料広場 

リユース・リフォーム教室や子ども環境教室、技の達人会（おもちゃ病院・傘直し・

包丁研ぎ）、市民環境学習会などが開催されています。また、環境に関する書籍やパネ

ル・活動写真の展示などごみ減量・再資源化に関する情報提供の場として活用しています。  
 
 
 
 
 
 
 

受け入れ時間 
午前９時～午後４時 

出典：ＮＰＯ法人輪リサイクル思考
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（３）ごみゼロＮＰＯマップの作成 
県内各地でごみゼロに資するＮＰＯの取組が実施されていますが、個々のＮＰＯは、

継続的な事業運営やＮＰＯとしての自立に向けた課題を抱えています。こうした取組

の継続・発展を促すため、県内のごみゼロＮＰＯの取組事例やわかりやすい地図情

報を含む「ごみゼロＮＰＯマップ」を作成し、情報発信します。 
≪取組事例≫ 
◆こうべＮＰＯデータマップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（４）自分たちの活動が地域社会で役立っていることを実感させる仕組みづくり 

ごみゼロコンテストの開催などを通じて、ごみ減量化等に大きな成果を上げ

た個人や地域団体、ＮＰＯ等の活動を顕彰するとともに、広くＰＲします。 

 
 スケジ ル 

取組の内容 2005～2009 2010 2011～2015 2016～2025

（１） ＮＰＯ等の創意工夫を生か
す協働事業の推進 

    
（２） ごみ行政におけるＮＰＯ等

との連携・協働の推進 
    

（３） ごみゼロＮＰＯマップの作成     
（４） 活動が地域社会で役立っている

ことを実感させる仕組みづくり 
    

主体 役    割 
住民 ごみゼロＮＰＯの活動への参画 
事業者 ごみゼロＮＰＯの活動への参画 
市町 ごみゼロＮＰＯの把握、支援 
県 ごみゼロＮＰＯマップの作成 

自治会、NPO等民間団体 ごみゼロＮＰＯの活動 

主体 役    割 
住民  － 
事業者  － 
市町 ごみゼロに取り組む個人や地域団体、NPO 等の活動の顕彰・ＰＲ 

県 ごみゼロに取り組む個人や地域団体、NPO 等の活動の顕彰・ＰＲ 

自治会、NPO等民間団体  － 

出典：こうべＮＰＯデータマップ

   ホームページ 
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     〔平成１９年度〕 
・第２回食育推進全国大会へ出展（パネル展示等） 

〔平成２０年度〕 
 ・食べ残しをしない３Ｒ推進メッセージ 

  ・福井県産牛乳パックに買物の前に冷蔵庫を確認するようメッセージの掲載 
〔平成２１年度〕 

  ・食育推進全国大会等種々の大会でパネル展示 
・食品ロスの公開組成調査 

    ◇飲食店等事業者への働きかけ 
〔平成１８年度〕 
 ・飲食店に「おいしいふくい食べきり運動」協力店登録の呼びかけ 

平成１８年度末３９２店 

平成１９年度末４５５店 

平成２０年度末５１６店 

     ※「健康づくり応援の店」事業と連携 

③運動の展開による効果の把握 

協力店の９７店（５０％）から５％以上の減少効果があったと回答を得ています。 

   ④類似の取組を展開する自治体 

    ◇「ちば食べきりエコスタイル（ちば食べエコ）」（千葉県） 

    ◇「食べ残しを減らそう県民運動」（長野県） 

    ◇「おいしいとやま食べきり運動（たべキリン）」（富山市）    など 

 
出典：福井県ホームページ 

 

 

 
 スケジ ル 

取組の内容 2005～2009 2010 2011～2015 2016～2025 

（１） 食品ロスの削減     

主体 役    割 
住民 食品ロスの取組への参画・協力 
事業者 食品ロスの取組への参画・実施 

市町 食品ロスの取組のＰＲ・推進 

県 食品ロスの取組のＰＲ・推進 
食品ロスに取り組む団体の支援 

自治会、NPO等民間団体 食品ロスの取組への参画・協力 
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《取組事例３》 
◆県立学校環境マネジメント 

【取組主体】三重県 

  【概要】平成１７年度から全県立学校で「県立学校環境マネジメント」を実施し、校長

の「環境に関する取組の方針」のもと、ＰＤＣＡサイクルに基づき、行事やイベント

等での環境保全に関する発表や展示、地元の小学校、自治会、企業と連携しての地域

美化活動等の環境教育に取り組んでいます。            出典：三重県 

 
《取組事例４》 
◆学校版環境ＩＳＯ認定制度 

【取組主体】福井市（福井県） 

【概要】「福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度」とは、市立の幼・小・中学校における環境

教育、環境保全活動を総合的かつ効果的に進めるために、「福井市」と「福井市環境パ

ートナーシップ会議」が協働で考案・創設した制度で、環境マネジメントシステムの

国際規格「ＩＳＯ１４００１」の骨格となっているＰＤＣＡサイクルを利用した仕組

みとなっています。 

平成１７年度のモデル事業を経て、１８年度に１８校、１９年度２０校、２０年度

に新たに３０校が取り組みはじめたことで、市立の幼・小・中学校全６８校が福井市

学校版環境ＩＳＯ認定制度に取り組んでいることになります。 

  （参考） 
ごみ減量による処理費用の削減分を公共施設で自由に使える予算として還元する

フィフティ･フィフティ制度の導入は減量促進に有効と思われます。 

（取組事例）岡山県玉野市では､平成１６年度からフィフティ･フィフティ制度を

導入し､電気代を削減できた場合に一部予算を学校へ還元しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             出典：福井市学校版環境ISOの手引き 

《取組事例５》 
◆食育とリンクしたごみ減量の取組 

【取組主体】山口県宇部市 

【概要】宇部市では食育推進のひとつとして、子どもたちに食の大切さを知らせ、基本

的な食習慣、正しい食事のマナーを身につけてもらうことを目的として、平成１８年
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 の内  
（１）より専門的な技術や知識を伝授する「ごみゼロ達人」の育成 

  地域の課題の解決に向け地域の主体的なごみゼロの取組を推進するため、ご

みゼロに関するさまざまな分野における専門的な技術や知識を有しており、ご

みゼロの“こつ”を伝授する「ごみゼロ達人」を育成し、地域のニーズを掘り

起こすとともに、達人の派遣などを進めます。 
 

《取組事例》 
 ◆生ごみ堆肥化の指導者養成 

【取組主体】三重県環境学習情報センター 
 【概要】三重県環境学習情報センターでは、指導者養成講座の一貫として「生ごみ堆肥

化講座」を行い、生ごみ堆肥化の指導者を養成しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：三重県環境学習情報センターホームページ 

 

主体 役    割 
住民 ごみゼロ達人の研修の受講、派遣制度の活用 
事業者 派遣制度の活用 
市町 ごみゼロ達人育成への協力、ごみゼロ達人派遣制度の運用 
県 ごみゼロ達人の育成 

自治会、NPO等民間団体 ごみゼロ達人育成への協力、派遣制度の活用 

ごみゼロ社会を担うひとづくり・ネットワークづくり 

みゼロ 進のリ ダ の 成と活 支  
本 ２ 

 

 

 

    

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

   

      
 

 
    

 
 

      
  

  
  

  
 




